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中
国
の
冷
凍
餃
子
問
題

自
給
率
と
食
品
の
安
全
性
に
つ
い
て

中
国
の
冷
凍
餃
子
問
題
は
新
聞
紙

上
を
騒
が
せ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で

は
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
Ｂ
Ｓ

Ｅ
問
題
で
も
輸
入
禁
止
の
は
ず
の
脊

髄
が
混
入
し
て
い
た
と
か
、
「
規
制

緩
和
」
は
消
費
者
と
し
て
こ
れ
で
い

い
の
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。こ

れ
は
た
ま
た
ま
偶
然
に
検
査
に

引
っ
か
か
っ
た
だ
け
で
、
突
き
詰
め

る
と
輸
入
時
の
検
査
体
制
が
貧
弱
な

上
に
、
１
８
０
万
件
を
越
え
る
輸
入

食
品
を
検
査
す
る
検
疫
官
は
３
３
４

名
で
担
当
、
一
人
当
た
り
に
す
る
と

４
３
０
０
件
前
後
担
当
と
な
り
ま
す
、

検
査
は
三
～
一
〇
％
で
す
。

食
料
輸
入
は
六
〇
％
、
今
こ
そ
国

内
の
自
給
率
を
上
げ
、
地
産
地
消
で

地
元
の
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
国
内
で
も
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ

社
を
初
め
と
し
た
偽
装
問
題
な
ど
、

食
品
に
対
す
る
安
全
性
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
こ
と
食
品
に
対
し
て
消
費

者
は
敏
感
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
『
一
年
の

計
は
元
旦
に
あ
り
』
。
毎
年
『
計
を
立
て
・
・
』

の
繰
り
返
し
ば
か
り
で
・
・
。
そ
ん
な
こ
と
は

『
不
在
乎
（
気
に
し
な
い
）
』
前
向
き
の
計
画
は

何
回
も
繰
り
返
し
て
こ
そ
実
現
に
近
づ
く
も
の
と

信
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
新
学
期
も
間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。
学

習
上
の
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
目
標
を
定
め
て
、

ま
た
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

北
京
大
学
対
外
漢
語
教
育
の
先
生
か
ら
聞
い
た

笑
う
に
笑
え
な
い
話
？
？
で
す
。
北
京
大
学
に
語

学
留
学
し
て
い
る
韓
国
人
学
生
の
中
に
、
仲
の
良

い
ペ
ア
が
い
て
、
そ
の
一
人
に
先
生
が
「
你
们
在

哪
里
认
识
的
？
」
と
聞
く
と
、
「
我
们
在C

h
u
á
n
g

s
h
a
n
g

认
识
的
」
と
の
答
え
に
驚
き
、
そ
の
ペ

ア
が
共
に
ア
メ
リ
カ
留
学
の
経
験
者
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
す
ご
い
影
響
を
受
け

た
も
の
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、
別
の
一
人
に
同
じ

く
聞
く
と
、
「
我
们
在Chuán

shang

认
识
的
。
」

と
の
答
え
で
、
先
生
は
な
る
ほ
ど
・
・
と
納
得
し

た
そ
う
で
す
。

彼
ら
二
人
の
発
音
が
『C

h
u
á
n
g

（
ベ
ッ
ド
）
』
と
『C

h
u
á
n

（
船
）
』
の
違
い
の

た
め
に
と
ん
だ
誤
解
を
招
い
た
も
の
で
し
た
。

鼻
音
の
『
―

a
n
g

』
と
『
―

a
n

』
の
違
い
は

頭
で
理
解
し
て
い
て
も
、
正
し
く
発
音
す
る
の
は

難
し
い
で
す
ね
、
有
気
音
と
無
気
音
の
区
別
も
同

じ
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
声
調
が
把
握
で
き

な
い
・
・
な
ど
発
音
上
の
問
題
が
大
き
い
で
す
。

初
級
学
習
の
段
階
で
、
「
発
音
が
大
切
」
と
教

師
は
く
ど
く
説
く
の
で
す
が
、
な
か
な
か
会
得
で

き
な
い
よ
う
で
す
。

自
身
が
発
音
を
正
し
く
会
得
し
て
こ
そ
、
相
手

の
話
が
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

相
手
に
通
じ
る
言
葉
（
発
音
）
を
マ
ス
タ
ー
す

る
に
は
語
学
学
習
の
原
点
に
戻
っ
て
、
『
多
念
・

多
听
・
多
』
の
実
践
が
必
須
で
す
。
『
多
念
』
は

大
き
な
声
で
読
む
こ
と
で
す
。

家
で
は
実
践
し
に
く
い
『
多
念
』
は
、
教
室
で

こ
そ
遠
慮
な
く
で
き
ま
す
。

さ
あ
、
今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

『
加
油
！

加
油
！
』

（
常
任
理
事
・
中
国
語
講
師
・
中
根
欣
之
助
）

さ
あ
！

今
年
も
中
国
語
だ

府連通信

今
回
の
『
メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
』
と
言

う
農
薬
は
、
最
近
中
国
で
も
使
用
禁

止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
（
日
本

た
ば
こ
産
業
）
が
輸
入
し
て
い
た
中

国
の
天
洋
食
品
社
は
比
較
的
に
設
備

の
整
っ
た
工
場
で
、
契
約
農
家
等
と

の
関
係
か
ら
残
留
農
薬
問
題
の
可
能

性
は
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
流
れ

作
業
の
中
で
餃
子
を
手
作
業
で
包
む

作
業
時
に
起
因
す
る
何
ら
か
の
人
為

的
ト
ラ
ブ
ル
の
可
能
性
が
取
り
ざ
た

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
情
報
公
開
を
さ

ら
に
進
め
、
日
本
と
中
国
の
連
係
プ

レ
ー
で
、
早
急
な
原
因
究
明
と
対
策

が
待
た
れ
ま
す
。

六
〇
名
が
太
極
拳
初
稽
古

守
口
支
部
・
太
極
拳
・
新
春
初

稽
古
が
、
一
月
十
四
日
守
口
市
民

体
育
館
で
六
〇
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

柔
軟
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
、

単
手
平
円
、
単
手
立
円
の
推
手
な

ど
、
教
室
で
は
あ
ま
り
や
ら
な
い

メ
ニ
ュ
ー
を
練
習
し
ま
し
た
。

五
歩
拳
や
種
目
別
練
習
を
行
い
、

最
後
に
各
ク
ラ
ス
と
指
導
員
が
、

四
二
式
太
極
拳
、
三
〇
式
扇
、

三
二
式
剣
な

ど
を
表
演
し

ま
し
た
。

新
春
恒
例

の
お
年
玉
抽

選
会
も
賑
や

か
に
行
な
い

ま
し
た
。

日 時：2008年２月２４日（日）午後1時～3時

会 場：中華料理・楓林閣（ふうりんかく）

（阿倍野アポロビル・９階）06-6649-1055

参加費 ：３０００円（要予約）

福引もあります。誘い合ってご参加下さい

問い合わせ先：日中大阪府連合会 06-6372-8131

日中０８春のつどいご案内第８８期中国語講座 ４月１日開講
中国人との日常会話ができることをめざしています。

会員・学生割引があります。

（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・３９，０００円 二科目受講５８，５００円

入学金・１５，０００円

授業の見学は無料で二科目までＯＫです。

プライベートレッスンも隋時受付中です。
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暴
走
し
て
い
る
投
機
マ
ネ
ー
は
誰

が
仕
掛
け
て
い
る
の
か
、
実
際
の
原

油
価
格
は
需
給
関
係
で
見
る
と
一
バ

レ
ル
五
〇
㌦
前
後
で
す
。
と
こ
ろ
が

投
機
資
金
の
流
入
で
、
九
〇
㌦
～
百

㌦
に
高
騰
、
こ
れ
で
は
消
費
者
や
世

界
経
済
は
混
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
し
て
や
発
展
途
上
国
に
は
大
打

撃
で
す
。
こ
れ
ら
の
投
機
資
金
は
各

国
の
政
府
や
金
融
筋
さ
え
も
把
握
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
の
金
融
庁
の
調
査
で
は
大
手

銀
行
と
機
関
投
資
家｢

保
険
会
社｣

等

の
資
金
が
百
億
単
位
で
投
資
さ
れ
て

い
ま
す
。
庶
民
に
は
た
だ
同
然
の
低

金
利
利
息
と
国
民
の
税
金
を
投
入
し

て
経
営
危
機
を
回
避
し
た
銀
行
の
す

る
こ
と
な
の
か
。
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上

げ
に
苦
し
む
国
民
に
は
ど
う
し
て
も

納
得
は
出
来
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
（
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ

ン
ド
）
を
各
国
が
協
調
し
て
規
制
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
も
こ
れ

も
、
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
問
題｢

サ
ブ

プ
ラ
イ
ム｣

ロ
ー
ン
が
引
き
金
と
な
っ

て
、
株
や
投
資
信
託
に
投
資
し
て
も

儲
か
ら
な
い
そ
れ
で
は
と
石
油
に
大

量
の
資
金
が
流
れ
込
ん
だ
せ
い
な
の

で
す
。

希
少
鉱
物
資
源
（
金
や
貴
重
金
属
）

や
商
品
先
物
市
場
、
そ
の
他
の
も
の

に
も
流
れ
込
み
ま
し
た
が
、
大
半
は

石
油
に
流
れ
て
金
余
り
現
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
規
模
は
三
倍
と
も

四
倍
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

額
は
ど
こ
の
政
府
も
把
握
で
き
て
い

な
い
の
で
す
。

〇
七
年
の
ド
イ
ツ
で
の
サ
ミ
ッ
ト

で
議
長
国
ド
イ
ツ
の
提
案
で
投
機
資

金
の
規
制
が
提
案
さ
れ
た
の
で
す
が
、

米
・
英
・
日
の
反
対
で
直
接
に
規
制

が
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
八
月
に
表
面
化
し
た
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
で
、
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
を
問
題
（
金
融
自
由
市
場
）

に
し
て
い
な
か
っ
た
国
々
が
よ
う
や

く
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
な
こ
と
に

気
づ
き
始
め
ま
し
た
。

規
制
金
額
を
越
え
行
き
過
ぎ
た
投

資
に
通
貨
取
引
税
や
、
情
報
開
示
を

義
務
付
け
る
な
ど
の
規
制
が
必
要
で

す
。

（
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

投
機
マ
ネ
ー
と
原
油
高

一
国
の
暴
走
や
金
権
崇
拝
を
止
め
ら
れ
る
か

第３回 多文化ふれあいデー
太極拳や胡弓、きりえなどで大阪府連も参加し

て、国際交流と協会の宣伝を行います。会員の皆

さんはもとより、お友達も誘って多数の参加をお

待ちしています。

３月２３日（日）１１時～１５時

会場：尼崎つかしん広場（参加費無料）

連絡先：日中大阪府連合会 06-6372-8131

太
極
拳
教
室
案
内

府
連
教
室

開
講
中

な
ん
ば
府
立
体
育
館
な
ど

月
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

西
支
部
教
室

開
講
中

北
ス
ポ
ー
ツ
・
東
梅
田
学
習
セ
ン
タ
ー

木
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

守
口
教
室
・
第
一
中
学
体
育
館

金
曜
日
・
午
後
七
時
か
ら

守
口
東
部
教
室
・
東
部
公
民
館

土
曜
日
・
午
後
一
時
か
ら

富
田
林
教
室

開
講
中

市
民
総
合
体
育
館(

剣
道
場
）

水
曜
日
午
後
六
時
四
五
分
か
ら

詳
細
は
府
連
事
務
局
ま
で

春
節
・
太
極
拳
講
習
会

二
月
十
七
日
（
日
）

九
時
か
ら
十
一
時
四
五
分

会
場
・
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
二
体
育
室
（
中
津
）

主
催

大
阪
西
支
部
太
極
拳
教
室

②
二
月
二
十
四
日
の
「
日
中
春
の

つ
ど
い
」
を
多
く
の
人
の
参
加
で
成

功
さ
せ
よ
う
。

③
「
沙
飛
写
真
展
」
を
八
月
の
平

和
の
た
め
の
戦
争
展
の
特
別
テ
ー
マ

と
す
る
こ
と
に
決
定
。

④
六
月
の
全
国
大
会
、
七
月
の
府

連
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
。

⑤
大
極
拳
、
中
国
語
、
き
り
え
な

ど
の
多
彩
な
文
化
活
動
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
よ
う
。

と
り
わ
け
４
月
か
ら
開
講
す
る
第

八
十
八
期
中
国
語
講
座
に
生
徒
が
二

百
八
十
人
の
目
標
で
、
多
く
の
新
入

生
を
迎
え
い
れ
よ
う
。

会
計
報
告
も
な
さ
れ
、
滞
納
一
掃

も
含
め
、
今
後
、
財
政
強
化
の
た
め

に
も
、
会
員
を
増
や
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

川
元
隆
志
さ
ん
を
偲
ん
で

川
元
隆
志
さ
ん
が
前
立
腺
が
ん
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
八
六
歳
。

川
元
さ
ん
は
日
中
友
好
協
会
の
古

く
か
ら
の
会
員
で
東
大
阪
支
部
の
支

部
長
と
し
て
協
会
の
発
展
の
た
め
活

躍
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
で

は
川
元
さ
ん
と
言
え
ば
誰
一
人
知
ら

な
い
人
は
い
な
い
ほ
ど
、
気
さ
く
で

厚
い
信
頼
を
得
て
い
ま
し
た
が
、
数

年
前
に
発
症
、
病
気
魔
と
戦
い
な
が

ら
の
旅
立
ち
と
な
り
ま
し
た
。
合
掌

支
部
活
動
の
活
性
化
で

七
Ｏ
Ｏ
名
の
強
固
な

府
連
組
織
を
築
こ
う
！

二
月
六
日
、
第
２
回
府
連
理
事
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
年
末
課
題
（
学
習
会
・

カ
レ
ン
ダ
ー
・
年
末
募
金
）
の
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
餃
子

問
題
に
対
す
る
討
論
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
府
連
理
事
会
で
確
認
さ
れ
た
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

①
２
０
０
８
年
を
会
員
拡
大
増
強

年
と
し
、
な
ん
と
し
て
も
七
Ｏ
Ｏ
名

の
府
連
組
織
に
し
よ
う
。
そ
の
た
め

に
も
、
多
く
の
新
し
い
会
員
を
迎
え

る
活
動
を
継
続
的
に
支
部
を
中
心
に

強
め
よ
う
。

理
事
会
の
報
告

戦
争
責
任
を
問
う

「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題

『
映
画
と
講
演
の
つ
ど
い
』

映
画

「
ガ
イ
サ
ン
シ
ー
と
そ
の
姉
妹
た

ち
」
（
班
忠
義
監
督
作
品
）

講
演
『
「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題

を
と
お
し
て
戦
争
責
任
を
問
う
』

「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題
の
早
期
解

決
を
め
ざ
し
て
、
講
師

元
参
議

院
議
員

吉
川
春
子
さ
ん

三
月
一
日
（
日
）
一
時
～

会
場

阿
倍
野
市
民

学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂

参
加
費

１
５
０
０
円

青
年
（
二
五
才
以
下
）
学
生
８
０
０
円

主
催

Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯
委
員
会


